
 

 

 

 

 

 

 

 [測量計算]の[切削オーバーレイ]について、簡単な

操作例で解説します。 

切削オーバーレイ 

※解説内容がオプションプログラムの説明である 
場合があります。ご了承ください。 



切削オーバーレイ 

1．作業設定 ____________________________________ 1 
1－1  ［建設CAD］を起動する ___________________________________ 1 
1－2  ［切削オーバーレイ］を起動する ____________________________ 3 
1－3  設計層を設定する ________________________________________ 3 

2．現地盤の入力 _______________________________ 5 
2－1  入力条件を確認する ______________________________________ 5 
2－2  測点を自動入力する ______________________________________ 5 
2－3  地盤高を入力する ________________________________________ 6 
2－4  構造物を入力する _______________________________________ 12 

3．計画の入力 _________________________________ 13 
3－1  簡易計画を入力する _____________________________________ 13 
3－2  横断計画を確認する _____________________________________ 15 
3－3  縦断計画を確認する _____________________________________ 16 

4．帳票の作成 _________________________________ 18 
4－1  帳票を作成する _________________________________________ 18 

5．縦断図・横断図の作成 ______________________ 21 
5－1  縦断図を作成する _______________________________________ 21 
5－2  横断図を作成する _______________________________________ 24 

6．図面の印刷 _________________________________ 26 
6－1  図面を印刷する _________________________________________ 26 

7．データの保存 _______________________________ 27 
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1 ．作業設定 

1 作業設定 

切削オーバーレイを起動し、作業設定をおこないましょう。 

2 

新規に工事を作成する場合は［新規工事］をクリックし、

工事の詳細情報などを入力してください。 

プログラムを起動します。本書ではWindows8.1における操作例で解説します。 

Windows7をお使いの方は、画面左下の［スタートボタン］ 

－［すべてのプログラム］－［FukuiComputerApplication］

－［EXｰTREND武蔵  2016］－［インデックス］をクリックして

起動することができます。 

1 

１－１ 
 

［建設CAD］を起動する 

1 

2 

［EXｰTREND武蔵 インデックス］を

ダブルクリックします。 

既存の［サンプル工事］をダブル

クリックします。 
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1 ．作業設定 

 単独起動について 

EX-TREND 官公庁をお使いの方は［建設 CAD］からの単独起動となります。 

EX-TREND 武蔵をお使いの方も、インストール時の設定で単独起動することができます。 

単独起動については、「\FcApp\各種資料（土木）\武蔵\入門編」の中の 

「013_ナビちゃんのつぶやき（CAD）.pdf」の「02 CAD を単独起動するには？」（P.2）を 

参照してください。 

5 

4 

3 

初期状態では、CAD画面の背景色は

黒色ですが、本書では解説のため白色

に設定しています。 

3 

4 

5 

［武蔵データ］をクリックします。 

 
［建設CAD］をクリックします。 

 
［新しいデータを作成するには、 

ここをダブルクリックしてください。］

をダブルクリックします。 
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1 ．作業設定 

［切削オーバーレイ］を起動します。 

路線名を入力し、設計をおこなう計画層を設定します。 

1 

2 

4 

3 

1 

2 

3 

4 

１－２ 
 

［切削オーバーレイ］を起動する 

１－３ 
 

設計層を設定する 

1 

2 

3 

4 

［測量計算］をクリックします。 

［切削オーバーレイ］をクリックします。 

データ名称を入力します。 

［設定］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

路線名を入力します。 

切削層 

（設計厚：40mm） 

を設定します。 
 
表層 

（設計厚：50mm） 

を設定します。 
 

レベリング層を設定 

します。 
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1 ．作業設定 

 作業設定のその他のコマンドについて 

作業ガイドの［作業設定］には、［計算設定］と［アラート設定］コマンドが配置されています。以下に各コマンドの設定

内容を簡単に解説します。 

必要に応じて、各コマンドを活用してください。詳細についてはヘルプを参照してください。 

【計算設定】 

［計算設定］ダイアログが表示されます。 

各項目の丸めに関する設定をおこない 

ます。 

【アラート設定】 

縦断設計、横断設計時の警告条件を設定します。 

警告表示は、プロット画面上に              を表示し該当する値も赤で表示 
します。 

計画層のセンターが

中折れになる場合に

警告を表示します。 

縦断の計画高と地盤

高の差が範囲外の

場合は警告を表示し

ます。 

最小≦最大の範囲で

チェックします。 

計画層の厚さが範囲

外の場合は警告を表

示します。 

最小≦最大の範囲で

チェックします。 

横断勾配が範囲外の

場合は警告を表示し

ます。最小≦最大の範

囲でチェックします。 
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2 ．現地盤の入力 

現地盤の入力画面に切り替えて、入力条件を設定します。 

測点を入力します。 
操作例では、［測点自動］コマンドを使用して測点を自動作成する方法を解説します。 
入力画面のセル上に、直接測点名と単距離（または追加距離）を入力しても構いません。 

1 

3 

2 

1 

［測点2］を同時に作成

することも可能です。 

2 

［プレビュー］では、設定した条件で、

どのように自動作成されるかを確認

することができます。 

3 

2 現地盤の入力 

現地盤を起動してみましょう。 

２－１ 
 

入力条件を確認する 

２－２ 
 

測点を自動入力する 

1 

2 

3 

［現地盤］をクリックします。 

縦断測点条件、横断計測点条件を

設定します。操作例では確認のみと

します。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 

3 

［測点自動］をクリックし

ます。 

自動作成条件を設定し

ます。操作例では［終了

No.］に「5」と入力しま

す。 

［OK］をクリックします。 
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2 ．現地盤の入力 

測点毎に横断方向の距離、標高など現況の測定結果を入力します。 操作例では、測点「No.0」から順に横断方向
の距離と高さを入力します。 

測点が入力

されます。 

1 

2 

「No.0」を選択します。 

２－３ 
 

地盤高を入力する 

1 

2 横断方向の距離と高さを入力します。 

［取り込み］－［SIMA］で、SIMAデータ

を読み込むことができます。データに横

断計測点が存在する場合は、横断方

向の距離の補正ができます。 
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2 ．現地盤の入力 

5 

6 

3 

4 

3 

同様に「No.1」「No.2」「No.3」「No.4」「No.5」の横断方向の距離と高さを入力します。 

12 ～ 
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2 ．現地盤の入力 

7 

8 

9 

10 

 

11 

12 
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2 ．現地盤の入力 

 ［センター計測点変更］について 

［横断データ一覧］で選択中の列をセンターに変更することができます。 

詳細はヘルプを参照してください。 

1 

2 
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2 ．現地盤の入力 

 ［座標から作成］コマンドについて 

作業ガイドの［現地盤］の［座標から作成］コマンドで、ＴＳ等で現地盤観測したデータより、線形計算のデータを利用

して現地盤を作成できます。詳細はヘルプを参照してください。 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［追加］をクリックすると、プロット

画面で断面のセンター点を指定

して、リストの最後に新規断面を

追加できます。 

取得モード、採用距離などが

設定できます。 

登録座標から［横断方向角］

を指定できます。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

［座標から作成］をクリ

ックします。 

［OK］をクリックします。 

取り込まれた現地盤

データを確認します。 

［取込み］をクリックし

ます。 

［線形データ］をクリッ

クします。 

現地盤を作成する線

形データを選択します。 
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2 ．現地盤の入力 

 ［水準入力］コマンドについて 

作業ガイドの［現地盤］の［水準入力］コマンドで、ＴＳの変更で簡易的な水準入力を行うことができます。 

必要に応じて活用してください。詳細はヘルプを参照してください。 

1 
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2 ．現地盤の入力 

 
 構造物を入力します。 

1 

2 

3 

4 

構造物が設定

されます。 

分離帯などの控除物を入力します。

最大20まで入力できます。 

２－４ 
 

構造物を入力する 

1 

2 

3 

4 

構造物を入力する断面を選択します。 

構造物の名称などを入力します。 

構造物を設定する計測点を選択します。 

［設定］をクリックします。 
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3 ．計画の入力 

簡易計画を入力します。 

1 

2 

3 

4 

指定した設定で計画データ

（赤色）が入力されます。 

3 計画の入力 

計画を入力してみましょう。 

３－１ 
 

簡易計画を入力する 

 

1 

2 

3 

4 

［計画］をクリックします。 

［基本となる層の計画］が選択されているこ

とを確認します。 

対象測点、計画方法、計画開始位置、詳細

設定などを設定します。 

［実行］をクリックします。 

［現在の縦断計画を維持する］のチェックを

オンにすると、実行前・後で同じ縦断計画の

結果を得ることができます。 
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3 ．計画の入力 

 計画方法について 

［現況勾配で計画］：現況の路肩高を優先して、計画を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［勾配を指定して計画］：指定した勾配を優先して、計画を行います。 

 

肩高合せ 肩高合せ

CL

CL

◎現況の路肩高を優先して、

計画を行う

CL

CL

勾配一定

例：-1.5%

◎勾配を均一にして、走行性を

優先して、計画を行う

勾配一定
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3 ．計画の入力 

横断計画を確認します。操作例では、横断勾配を「-1.5％」に調整します。 

1 

2 

3 

4 

5 

縦断、横断のプロットを確認

しながら調整します。 

横断面を成果の作成

に使用する場合にオ

ンにします。 

縦断線形の計画点と

してのみ必要な場合

はオフにしてください。 

オフの横断面は［舗

装展開図］の［データ

入力］－［切削オーバ

ーレイ読込］コマンドで

も読み込まれません。 

３－２ 
 

横断計画を確認する 

1 

2 

3 

4 

5 

［戻る］をクリックします。 

［横断］を選択します。 

測点を指定します。 

勾配を「-1.5」に調整

します。 

同様に他の測点の

勾配も調整します。 
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3 ．計画の入力 

縦断計画を確認します。操作例では、縦断線形を補正します。 

1 

2 4 

3 

［簡易計画］をクリック

します。 

３－３ 
 

縦断計画を確認する 

1 

2 

3 

4 ［実行］をクリックします。 

［縦断線形補正］をク

リックします。 

直線区間を設定しま

す。操作例では、［直線

区間 1 ］ に 「No.0 」～

「No.3」、［直線区間2］

に「No.3」～「No.5」を

設定します。 
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3 ．計画の入力 

縦断線形が補正されたこと

が確認できます。 

5 

縦断線形補正を終了したら、［戻る］をクリックします。 5 

1177  



 

4 ．帳票の作成 

 

帳票を作成します。 

1 

3 

2 

4 帳票の作成 

すべての計画が完了したら、帳票を作成してみましょう。 

４－１ 
 

帳票を作成する 

1 

2 

3 

［帳票作成］をクリックします。 

作成する帳票を選択し、記載する

内容を設定します。 

［OK］をクリックします。 

［設定］タブでは、帳票の作成方法に関す

る設定を行うことができます。 

このリストボックスで、作成し

た帳票を切り替えて確認す

ることができます。 
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4 ．帳票の作成 

 「横断図＋横断計画書２（横）」について 

「横断図＋横断計画書２（横）」を作成する場合は、出力する項目、列数などを設定することもできます。 

1 

2 

［列数を用紙に合わせて自動計算］の

チェックのオンオフで列数を設定します。 

列数を用紙に合わせて自動計算すると

きはチェックをオンにします。オフのときは

［最大列数］を設定します。 

［項目選択］をクリックして表示される［出力項目選択］

ダイアログで出力する項目を設定できます。 

1 

2 

「横断図＋横断計画書２（横）」をクリック

します。 

出力する項目、列数を設定します。 
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4 ．帳票の作成 

 ＥＸＣＥＬへの出力について 

［帳票プレビュー］の［ＥＸＣＥＬ］で、作成した帳票を必要に応じてＥＸＣＥＬ形式で出力することができます。 

 帳票の印刷について 

［帳票プレビュー］の［印刷］で、作成した帳票を必要に応じて印刷することができます。 

1 

3 

2 

1 

2 

［ＥＸＣＥＬ］をクリックします。 

データが保存されていないときは、メッセージが 

表示されます。 

1 

2 

3 

［印刷］をクリックします。 

プリンター名、印刷範囲などを設定します。 

［OK］をクリックします。 

1 

2 確認のメッセージが表示されますので、

［はい］をクリックします。 
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5 ．縦断図・横断図の作成 

［縦断図配置］で作図条件を設定して、縦断図を作成します。 

1 

2 

3 

4 

5 

5 縦断図・横断図の作成 

縦断図・横断図を作成してみましょう。 

５－１ 
 

縦断図を作成する 

1 

2 

3 

4 

5 

［縦断図配置］をクリックします。 

操作例では、用紙を「A3（横）」に設

定するので、［用紙］の［変更］をクリッ

クします。 

［読込み］をクリックします。 

「A3（横）」を選択します。 

［OK］をクリックします。 
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5 ．縦断図・横断図の作成 

 

6 

CAD画面に配置する前

に、作成状態を確認する

ことができます。 

［新規］と［編集］コマンドが

配置されています。 

共に［分割配置］ダイアログ

が表示され、開始・終了追

加距離を指定して縦断図

を分割したり、分割編集し

たりする場合に使用します。 

7 

8 

6 

7 

8 ［作成］をクリックします。 

操作例のように、縮尺など各種作成

条件を設定します。操作例では、確認

のみとします。 

［OK］をクリックします。 

出力データを選択します。 

表示内容は、［形状図配置］

ビューの［計画データの表示］

の設定で異なります。 

［作図設定］を実行すると、下のような［作図設定］ダイアログが表示

され、作図ペンNoなどを設定することができます。 
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5 ．縦断図・横断図の作成 

縦断図配置後に、引き続きＣＡＤで

編集できるように、［作成］コマンド実

行後はすぐにＣＡＤ画面に切り替わ

り、測量計算（［切削オーバーレイ］）

はデータを更新して終了しています。 

必要に応じて、ＣＡＤ画面上の編集をおこ

なってください。また、編集方法の詳細に

ついては、ヘルプを参照してください。 

設定した配置条件で、縦断図が

CAD画面に作成配置されます。 
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5 ．縦断図・横断図の作成 

［横断図配置］で作図条件を設定して、横断図を作成します。 

1 

2 

3 

4 

5 

５－２ 
 

横断図を作成する 

［開く］をクリックします。 

1 

2 

3 

4 

5 

［測量計算］をクリックします。 

［切削オーバーレイ］をクリックします。 

データを選択します。 

［横断図配置］をクリックします。 
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5 ．縦断図・横断図の作成 

［作図設定］ダイアログが表示され、作図

ペンNoなどを設定することができます。 

［個別移動］と［断面移動］コマ

ンドが配置されています。 

［個別移動］は、断面、表を個別

に移動します。一度に複数指定

しての移動はできません。 

［断面移動］は、断面（表を含

む）毎に移動します。一度に複

数断面を指定しての移動はでき

ません。 

CAD画面に配置する前

に、作成状態を確認する

ことができます。 

用紙等を変更したときに

レイアウトがずれた場合

は、［配置レイアウト設定］

で再配置してください。 

［配置詳細］の①②③、［表配置］の④で配置の詳細を設定します。

また、［項目］ボタンで出力する項目を選択できます。 

6 

7 

8 

設定した配置条件で、横断図が

CAD画面に作成配置されます。 

必要に応じて、CAD画面上の編

集をおこなってください。また、編集

方法の詳細については、ヘルプを

参照してください。 

［横断プロット画面の表示条件を利用］の

チェックがオンのときは確認のメッセージ

が表示されます。CAD製図基準に沿った

色で作成するときは、チェックをオフにして

ください。 

6 

7 

8 

用紙や縮尺など各種作成条件を設定

します。 

［作成］をクリックします。 

［はい］をクリックします。 
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6 ．図面の印刷 

 

 印刷プレビューで確認する 

入力例では、直接［印刷］コマンド処理をおこないましたが、［ファイル］－［印刷プレビュー］コマンドで印刷イメージを

確認してから印刷すると、より正確な印刷をおこなうことができます。 

 

図面を印刷します。 

1 

2 4 

3 

1 

2 

6 図面の印刷 

図面を印刷してみましょう。 

６－１ 
 

図面を印刷する 

1 

2 

3 

4 

［ファイル］をクリ

ックします。 

 
［印刷］をクリック

します。 

 

［OK］をクリックし

ます。 

使用するプリンタ

ー名、印刷範囲、

印刷部数などを設

定します。 
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7 ．データの保存 

 

データを保存します。 

1 

2 

5 

3 

4 

7 データの保存 

編集データをEX-TREND武蔵のデータとして保存してみましょう。 

７－１ 
 

データを保存する 

1 

2 

3 

4 

5 

［ファイル］をクリックします。 

［名前を付けて保存］をクリックします。 

保存するフォルダー（格納先）を設定し

ます。 

ファイル名を入力します。 

［保存］をクリックします。 
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7 ．データの保存 

 舗装展開図で切削オーバーレイのデータを読み込むには 

［舗装展開図］で［切削オーバーレイ］のデータを読み込むことができます。  

1 

2 

3 

4 

6 

5 

7 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

舗装展開図の［データ入力］を

クリックします。 

［切削読込］をクリックします。 

読み込むデータを選択して、対

象層、取得測点名、読込先を設

定します。 

［OK］をクリックします。 

取り込まれたデータを確認しま

す。 

［控除］をクリックします。 

取り込まれた構造物を確認しま

す。 

2288  
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